ストリートレベル官僚制論の見直し (野嶌一郎教授退職記念論文集) by 高橋 克紀
〔論 説〕
ストリートレベル官僚制論の見直し
髙 橋 克 紀
















生産すべき (Co-production) と論じられてきたので，今日では SLB が前提とす
る官僚の行動や組織の理解には，いずれにせよ時代遅れの感が否めない。SLB


























約的な「行政サービスの提供組織 (public service agencies)」を「ストリートレベ
ル官僚組織 (street-level bureaucracies)」と呼んだ。かなり多くの職種が SLB に
含まれてくるが，定義からわかるように，ストリートレベル官僚組織の中にも
SLB概念にあてはまらない職員もいる。



































































































































のように成果・マネジメント志向 (これは 100 年前に遡る) で捉えられてはこな
かったので，当時の英国にはあてはまらないと思われてきた。しかしその後，福
祉サービス提供業務の権限委譲や，地方制度改革，マネジェリアリズムの積極的
3 ) SLB の理論的研究が日本でほとんど見当たらない (伊藤 2006，藤原 2012) のはこの
ためではないかと思われる。
















































で相互作用し，それぞれの場面 (setting) で，いろいろな裁量的解決 (discretion-
ary settlements) を生み出し，それが専門職的な文化に影響を与え続けているこ
















マネジャーの持つ志向 組織的 組織的 組織的かつ専門職的


























































まず注目するのは，ブレア労働党政権 (New Labour) の政策転換である。1999
年の「現代化」では，「中心的な課題は，第一線の職員の裁量的役割であ」り，











る。2004年の保健省のホワイトペーパーでは，公衆衛生 (public health) の鍵と
なる領域として，「運動 (physical activity)，栄養，喫煙，性感染症 (sexual health)，
精神保健，麻薬・アルコール，事故」を挙げているが (p. 227)，保健推進担当職











含む 50 人に 2005年〜2006年にかけてインタビュー調査を行っている (pp. 223-224)。
10) デュローズが調査するソルフォード市 (マンチェスター市の西隣) は，当時，Sure




「興行事業 (show business event) のようになって，それにどんな意味があるの，
とか，長続きするの，長期的なインパクトは，といった話ができるのは素敵です









































































































11) だから「解釈学的ガバナンス」論 (Bevir and Rhodes 2003) に依拠するのだろうが，


























は「新しいストリートレベル官僚 (New Street-Level Bureaucrats)」と呼んでいる


































13) 須田木 (2011) は日本の介護保険制度の運用について，東京都と民間事業者とがどの
ような関係をとっているかを調査し，新制度論に依拠して，下請け・役所との類似化を
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意味する (become, or add up to, agency policy)」(1980 : 3) と書いたのだが，これは，
「非常に多くの読者にとって」政策は現場で作られるという「結論が最も重要で
あって，時にはそれが『ストリートレベル官僚制』の唯一の教え」とのみ受け取
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表 4 逸脱の社会的コントロール論へのよくある誤解



























































1981, 畠山 1989) も参照して考えて行きたい。
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